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プターモデルの有用なマーカー元素となっている1)。

これらの元素の濃度はたとえば郊外の空気中では

0.1～10n9/m3と低いので、これらの元素を測定可能

な連続あるいは半連続のモニタリングシステムは実

質的にはこれまで存在しなかった2)。最近の方法で

は、10-40L/minのサンプリング流量でバックグラ

ウンドが低いテフロンフィルター上に粒子をサンプ

リングすることが多く、X線蛍光分析3)やPⅨE解

析4)による元素分析に必要な量を捕集するのに12

時間から24時間のサンプリング時間を要する。こ

のようなサンプリング時間は、発生源からの排出速

度や、気象条件の変動時間スケールよりも遥かに長

く、汚染物質のプルームを検出できないため、極短

い時間スケールの最大暴露濃度の評価はできない。

このため、CMBのような発生源分析手法の精度が

落ちるので、このような短い時間スケールでサンプ

リングと分析の可能な手法の開発が､SPMの健康影

響を正しく評価する上で重要となっている。

本研究の目的は、厚損が少なく、GFAAやその他

の液分散系中の微量成分分析手法に適した実用的な

サンプリング手法を開発することにある。
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3．実験装置および方法

3．1捕集効率の測定

実験装置の概略をFig.1に示す。装置は、粒子発

生器、蒸気発生器、凝縮器、成長液滴の捕集部、捕

集された粒子サスペンジョン回収部で構成されるが、

金属によるコンタミネーションを防止するため、全

てのパーツはガラス製か樹脂製とした。

単分散PSL粒子のサスペンションをネブライザ

ーで噴霧してテストエアロゾルを生成した。使用し

たPSLの直径は0.084,0.209,0.495,0.930､1.881,

2.977および5.89511mであり、それぞれの分散液を

100mlの超純水(18.2MQ)で希釈したものを噴霧し

た｡発生させたエアロゾルを乾燥空気と混合した後、

室内空気と混合して蒸気発生器一凝縮器入り口の流

量を確保した。空気流量は、85L/minずつ3方向に

分岐させ､そのうちの二つは2本の蒸発一凝縮器に、

残りひとつは入り口粒子参照用とした。参照用のエ

アロゾルをフィルターは47匝皿径のテフロンフィル

ター（細孔径2〃m、Gelman社製）を通して粒子を

捕集し、入り口粒子濃度を決定した。

液送ポンプを用いて超純水を蒸気発生管の中心軸

上に供給し、蒸気を発生させた。蒸気発生管は内径
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